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り
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

【
「
年
神
様
」
っ
て
ど
ん
な

神
様
？
】

元
旦
に
、
家
々
に
新
年
の
幸

せ
を
も
た
ら
す
た
め
に
、
高

い
山
か
ら
降
り
て
く
る
神
様

が
「
年
神
様
」
。
「
正
月

様
」
「
歳
徳
神
（
と
し
と
く

じ
ん
）
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　
昔
の
人
は
祖
先
の
霊
が
田

の
神
や
山
の
神
に
な
り
、
正

月
に
は
年
神
と
な
っ
て
、
子

孫
の
繁
栄
を
見
守
っ
て
く
れ

る
の
だ
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
た
く
さ
ん
の

幸
せ
を
授
か
る
た
め
に
、
年

神
様
を
お
迎
え
し
て
お
祝
い

す
る
様
々
な
風
習
や
行
事
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
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《
編
集
後
記
》
 

  
今
回
か
ら
、
紙
面

を
大
幅
に
リ
ュ
ー
ア

ル
し
た
、
紫
磨
園
だ

よ
り
。
中
開
き
を
、
入

居
者
・
ご
家
族
・
法

人
・
地
域
と
４
つ
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
構

成
い
た
し
ま
し
た
。
 

 
そ
の
た
め
、
皆
様

に
記
事
の
ご
依
頼
等

を
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
あ
る
か
と
存
じ

ま
す
が
、
そ
の
際
に

は
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
 

 
開
設
以
来
、
皆
様

に
情
報
を
伝
え
続
け

て
き
た
紫
磨
園
だ
よ

り
、
こ
れ
か
ら
の
ご

愛
読
も
重
ね
て
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
 

２０１６年 

元旦の朝 風景集 

氷川神社 
7：50 

富士山と荒川と首都高と 
7：30 舎人ライナーの車窓から 

初日の出とスカイツリー 
7：25 舎人ライナーの車窓から 

日 月 火 水 木 金 土

1 2

金子　麒徳 様

堀邉　香代子 様

3 4 5 6 7 8 9

オセロボラ すずらんカフェ

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

美容ボラ

詩吟

花香　愛子 様 木島　ウメ 様

松田　テル子 様 藤田　文子 様

富樫　陽子 様

24 25 26 27 28 29 30

習字 オセロ すずらんカフェ

川島　弘子 様

森山　きよ 様

31

2016年1月
上段　行事等

下段　誕生者

金田　和子 様 岩沢　弘明 様 木田　ヤス子 様

鈴木　繁雄 様 染谷　澄子 様 清水　利夫 様

阿久津　カホエ 様 高久　ふみ 様 笹崎　馨 様　

習字 美容ボラ オセロボラ 詩吟 すずらんカフェ

習字 オセロボラ すずらんカフェ

古川　芳枝 様

宮下　登代子 様村上　文男 様 森川　登志枝 様
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「
子
供
が
大
好
き
な
母

」

　
兄
弟
は

、
私
を
含
め
弟
・
妹
３
人

。

　
妹
は
小
学
校
２
年
生
こ
ろ

、
当
時
流
行

っ
て
い

た

、
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
に
か
か
り
急
逝

。
母
は

、
し
ば
ら

く
悲
し
み
の
日
々
を
送
り
ま
し
た

。
し
か
し

、
元
来

子
供
好
き
で

、
私
達
兄
弟
だ
け
で
な
く

、
他
の
家
の

子
も
預
か

っ
て
世
話
を
し
て
お
り
ま
し
た

。
そ
の
時

面
倒
を
み
た
子
達
と
は

、
紫
磨
園
に
入
所
し
た
今
で

も

、
面
会
に
来
る
な
ど
交
流
が
続
い
て
い
ま
す

。

　
　
　
　
　
　
…
ご
長
男
さ
ん

（
談

）
…

　

「
紫
磨
園
の
応
援
団

」

　
約
３
年
前

、
紫
磨
園
が
増
築
し
た
際
に
掃
除
を
お

願
い
し
て
以
来

、
そ
の
活
躍
ぶ
り
か
ら
お
願
い
し
た

い
活
動
が
増
え

、
今
で
は

、
シ
ー
ツ
交
換
・
食
事
の

援
助
に
感
染
症
予
防
な
ど

、
紫
磨
園
の
運
営
に
欠
か

せ
な
い
存
在
に
・
・
・

。

　
そ
の
お
礼
と

、
更
な
る
活
躍
の
期
待
を
こ
め
て
十

二
月
三
日
“
真
心
の
店

「
は
る

」
”
で
懇
親
会
を
開

催

。
熟
年
パ
ワ
ー
！
も
の
凄
～
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
感
じ

さ
せ
て
い
た
だ
く
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た

。

　
去
る

、
十
二
月
三
日

（
木

）
当
法
人
の
理
事
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

。

　
九
月
の
役
員
改
選
に
よ
り

、
地
元
自
治
会
の
会
長

が
１
人
→
２
人
に
増
え

、
ま
た

、
民
生
委
員
協
議
会

の
地
区
代
表
者
や

、
協
力
病
院
の
事
務
長
な
ど

、
地

元
色
を
大
き
く
強
め
て
の
開
催

。

　
議
案
は

、
平
成
二
十
七
年
度
補
正
予
算
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
導
入
に
伴
う
関
連
規
程
の
制
定
や
改
定

な
ど

。
活
発
な
審
議
の
上

、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し

た

。
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地
域
の
力
①

 

 

 

 

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
様

 

ご
家
族
の
思
い
出
①
 

 
 
２
階
 
小
澤
 
ト
メ
子
さ
ん
 

 

 
   

”
球
歴
 
四
十
年
”
 

 
 
 
 
 
 
 
初
の
葛
飾
区
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
目
指
し
た
 
 

～
四
十
六
歳
の
秋
！
 

  
十
一
月
二
十
九
日
薄
暮
の
葛
飾
区
営
奥
戸
球
場
。
葛
飾
区
軟
式
野
球

連
盟
秋
季
大
会
一
部
決
勝
。
葛
飾
区
約
２
０
０
あ
る
草
野
球
チ
ー
ム
の

頂
点
を
目
指
す
戦
い
。
 

 
マ
ウ
ン
ド
に
上
が
っ
た
の
は
、
若
手
打
線
の
援
護
を
受
け
な
が
ら
全

試
合
完
投
で
勝
ち
上
が
っ
た
四
十
六
歳
！
。
一
方
の
相
手
投
手
は
全
試

合
完
封
で
決
勝
に
進
出
し
た
二
十
七
歳
！
 

 
初
回
２
点
先
制
さ
れ
る
も
、
２
回
裏
ツ
ー
ア
ウ
ト
二
塁
か
ら
四
十
六

放
っ
た
打
球
は
、
今
大
会
相
手
投
手
初
失
点
と
な
る
左
中
間
へ
の
タ
イ

ム
リ
ー
ツ
ー
ベ
ー
ス
で
一
点
差
。
終
盤
ま
で
１
対
２
の
接
戦
。
し
か

し
、
尻
上
が
り
に
調
子
を
上
げ
て
き
た
相
手
投
手
か
ら
追
加
点
を
奪
え

ず
、
９
回
完
投
も
、
１
対
４
で
敗
れ
夢
は
叶
わ
ず
。
 
”
準
優
勝
”
 

 
 
 
 
 

 
夫
の
活
躍
に
、
妻
と
息
子
二
人
は
呆
れ
顔
 

 
 
 
 
 
し
か
し
「
四
十
六
歳
・
永
遠
の
野
球
小
僧
」
の
夢
は
続
く
 

 

職
員
の
私
生
活
①

 

 
「
永
遠
の
野
球
小
僧
」
 

園
長
 
小
林
 
弘

 

法
人
運
営
①
 

 
 
 
愛
寿
会
 
理
事
会
・
評
議
員
会
 


